
電
子
機
械
科
3
年
生

の
下
里
和
真
君
と
2
年

生
の
中
川
原
裕
翔
君
は

6
月
26
～
27
日
に
苫
小

牧
市
の
北
海
道
立
苫
小

牧
高
等
技
術
専
門
学
院

で
行
な
わ
れ
る
溶
接
部

門
に
出
場
す
る
。

競
技
内
容
は
30
分
以

内
に
厚
さ
9
㎜
の
鋼
材

2
枚
の
間
を
埋
め
る
溶

接
を
行
う
。
採
点
方
法

は
減
点
方
式
で
、
外
観
試
験
と
放

射
線
透
過
試
験
で
中
の
溶
接
が
し
っ

か
り
と
行
な
わ
れ
て
る
か
、
安
全

な
作
業
が
で
き
て
い
る
か
な
ど
。

下
里
君
は
「
溶
接
部
門
の
出
場

を
決
め
た
の
は
、
以
前
溶
接
の
仕

事
を
し
て
い
た
父
か
ら
溶
接
に
つ

い
て
聞
い
て
い
た
か
ら
だ
。
週
3

回
、
放
課
後
に
2
～
3
時
間
ほ
ど

練
習
し
て
い
る
。
作
品
が
完
成
し

た
と
き
の
外
観
を
綺
麗
に
仕
上
げ

る
こ
と
を
意
識
し
、
自
分
の
課
題

を
克
服
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
る
。
日
々
、
課
題
を
ど
の
よ
う

に
改
善
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
な

が
ら
練
習
す
る
こ
と
に
苦
労
し
て

る
。
大
会
で
は
自
分
が
納
得
で
き

る
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
今
ま
で

練
習
し
て
き
た
成
果
を
出
し
切
り

た
い
。
昨
年
は
2
位
だ
っ
た
の
で
、

今
年
は
優
勝
し
て
全
国
大
会
出
場

を
目
指
す
」
と
語
っ
た
。

中
川
原
君
は
「
中
学
生
の
頃
か

ら
溶
接
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
、

将
来
は
溶
接
に
関
係
す
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
い
参
加
し
た
。
練

習
で
は
溶
接
す
る
速
度
や
ふ
り
幅

を
意
識
し
な
が
ら
、
速
度
を
一
定

に
保
つ
こ
と
を
意
識
し
て
る
。
溶

接
棒
を
送
る
速
度
が
速
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
や
棒
の
立
て
る
角
度

を
も
う
少
し
寝
か
せ
る
こ
と
に
苦

労
し
て
い
る
の
で
、
改
善
で
き
る

よ
う
に
練
習
し
て
い
る
。
大
会
は

学
校
と
は
違
う
環
境
な
の
で
緊
張

し
な
い
よ
う
に
挑
み
た
い
。
上
位

入
賞
を
目
指
し
、
自
分
の
ベ
ス
ト

を
尽
く
せ
る
大
会
に
し
た
い
。
ま

た
、
悔
い
の
な
い
結
果
を
残
し
た

い
」
と
話
し
た
。

電
子
機
械
科
3
年
生
の
須
田
奏

太
君
と
2
年
生
の
小
村
陸
君
が
8

月
6
～
7
日
に
小
樽
市
の
北
海
道

職
業
能
力
開
発
大
学
校
で
行
な
わ

れ
る
旋
盤
作
業
部
門
に
出
場
す
る
。

競
技
内
容
は
回
転
す
る
鉄
の
丸

い
棒
を
規
定
の
寸
法
通
り
に
削
り

出
し
、
そ
の
精
度
と
完
成
時
間
を

競
う
も
の
。
技
術
面
だ
け
で
な
く
、

作
業
場
周
辺
の
整
理
整
頓
と
い
っ

た
安
全
へ
の
配
慮
も
評
価
の
対
象

と
な
る
。
競
技
は
減
点
方
式
で
行

わ
れ
、
制
限
時
間
の
2
時
間
を
超

え
る
と
超
過
時
間
に
応
じ
て
減
点

さ
れ
る
。
最
大
3
時
間
ま
で
延
長

可
能
。

須
田
君
は
「
普
段
は
週
2
回
、

夏
休
み
は
週
4
回
ほ
ど
実
習
棟
で

練
習
を
重
ね
、
月
2
回
は
外
部
講

師
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
昨
年

の
経
験
を
生
か
し
て
時
間
的
な
余

裕
を
持
ち
、
今
年
は
寸
法
の
精
度

を
よ
り
高
め
た
い
。
無
駄
の
な
い

効
率
的
な
作
業
を
意
識
し
、
当
日

発
表
さ
れ
る
『
隠
し
寸
法
』
に
も

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
優
勝
を
目

指
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

小
村
君
は
「
目
標
寸
法
の
測
り

方
や
ノ
ギ
ス
の
目
盛
り
を
正
し
く

読
み
取
る
こ
と
を
中
心
に
丁
寧
な

作
業
を
心
掛
け
た
い
。
初
参
加
な

の
で
焦
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
手
ブ

レ
な
ど
で
精
度
に
差
が
出
や
す
い

部
分
も
慎
重
に
臨
み
た
い
。
学
校

で
の
練
習
機
と
大
会
で
使
用
す
る

旋
盤
の
機
械
は
機
種
が
異
な
り
操

作
方
法
も
違
う
の
で
、
当
日
は
冷

静
に
対
応
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。
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電
子
機
械
科
3
年
生
の
伊
藤
巧

君
と
鈴
木
雅
也
君
は
8
月
4
～
5

日
に
札
幌
市
の
専
門
学
校
北
海
道

自
動
車
整
備
大
学
校
で
行
な
わ
れ

る
自
動
車
整
備
部
門
に
2
年
連
続

で
出
場
す
る
。

競
技
内
容
は
エ
ン
ジ
ン
の
故
障

探
求
、
日
常
点
検
、
部
品
の
計
測
、

学
科
試
験
の
4
つ
。
旧
自
動
車
科

の
整
備
工
場
で
放
課
後
に
2
時
間

練
習
し
て
い
る
。
練
習
内
容
は
ベ

ン
チ
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
液
量
を

測
っ
た
り
、
音
を
聞
い
て
欠
損
箇

所
を
見
つ
け
た
り
し
て
い
る
。

伊
藤
君
は
「
昨
年
は
結
果
を
残

せ
ず
悔
し
か
っ
た
の
で
今
年
こ
そ

は
と
い
う
思
い
で
出
場
を
決
め
た
。

自
動
車
会
社
の
整
備
士
が
来
て
指

導
し
て
く
れ
る
の
で
礼
儀
や
所
作

を
大
切
に
し
て
い
る
。
苦
労
し
て

い
る
の
は
学
ぶ
こ
と
が
多
い
こ
と

と
整
備
を
20
分
以
内
に
終
わ
ら
せ

る
た
め
に
動
き
を
一
歩
で
も
少
な

く
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
。

昨
年
は
緊
張
し
て
い
た
が
、
今
年

は
楽
し
ん
で
い
つ
も
通
り
に
や
る
。

2
位
以
内
に
入
っ
て
全
国
大
会
に

行
き
た
い
」
と
話
し
た
。

鈴
木
君
は
「
昨
年
は
あ
ま
り
良

い
結
果
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
挽

回
す
る
た
め
に
出
場
を
決
め
た
。

作
業
中
は
音
が
大
き
い
の
で
そ
の

分
、
声
も
大
き
く
ハ
キ
ハ
キ
話
す

こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
苦
労
し

て
い
る
こ
と
は
競
技
中
に
指
さ
し

や
声
を
出
し
て
試
験
官
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
と
筆
記
試
験
に
出
る

自
動
車
の
構
造
や
部
品
名
、
使
わ

れ
方
を
覚
え
る
こ
と
。
目
標
は
緊

張
せ
ず
に
楽
し
み
な
が
ら
実
力
を

す
べ
て
出
し
、
2
位
以
内
を
目
指

す
」
と
語
っ
た
。
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新入部員を募集新入部員を募集

ラ
グ
ビ
ー
は
後
ろ
に
パ
ス
を
つ
な
ぎ
な

が
ら
敵
陣
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
で
、
キ
ッ

ク
を
使
っ
て
前
に
攻
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

普
段
は
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
走
る

練
習
や
パ
ス
練
習
、
タ
ッ
ク
ル
の
練
習
に

励
ん
で
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
こ
れ
ま
で
全
道
3
位
や

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
全
国
大
会
に
出
場

す
る
な
ど
、
70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝

統
の
あ
る
部
だ
が
、
今
は
部
員
不
足
で
存

続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
一
人
で
も

諦
め
な
い
こ
と
や
つ
ら
い
と
き
で
も
根
性

で
乗
り
切
り
、
諦
め
ず
に
頑
張
る
こ
と
を

大
切
に
練
習
を
し
て
い
る
。

現
在
は
他
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
選
手
と

合
同
で
試
合
に
出
場
し
て
い
る
。
チ
ー
ム

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
行
動
し
て

い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
は
き
つ
い
こ
と
も
あ
る

が
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
大
き
く

成
長
で
き
る
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
新
入
部
員
を
募
集
し

て
い
る
。
一
緒
に
汗
を
流
そ
う
。

ラ
グ
ビ
ー
は
後
ろ
に
パ
ス
を
つ
な
ぎ
な

が
ら
敵
陣
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
で
、
キ
ッ

ク
を
使
っ
て
前
に
攻
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

普
段
は
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
走
る

練
習
や
パ
ス
練
習
、
タ
ッ
ク
ル
の
練
習
に

励
ん
で
い
る
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
こ
れ
ま
で
全
道
3
位
や

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
の
全
国
大
会
に
出
場

す
る
な
ど
、
70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝

統
の
あ
る
部
だ
が
、
今
は
部
員
不
足
で
存

続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
一
人
で
も

諦
め
な
い
こ
と
や
つ
ら
い
と
き
で
も
根
性

で
乗
り
切
り
、
諦
め
ず
に
頑
張
る
こ
と
を

大
切
に
練
習
を
し
て
い
る
。

現
在
は
他
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
選
手
と

合
同
で
試
合
に
出
場
し
て
い
る
。
チ
ー
ム

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
行
動
し
て

い
る
。
ラ
グ
ビ
ー
は
き
つ
い
こ
と
も
あ
る

が
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
大
き
く

成
長
で
き
る
魅
力
的
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
新
入
部
員
を
募
集
し

て
い
る
。
一
緒
に
汗
を
流
そ
う
。

上森謙太朗君(機2)上森謙太朗君(機2)

ラグビー部 部長ラグビー部 部長

好きな食べ物は寿司好きな食べ物は寿司

第
26
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
溶
接
部
門
と
旋
盤
作
業

部
門
、
自
動
車
整
備
部
門
に
電
子
機
械
科
か
ら
計
6

人
が
出
場
す
る
。
大
会
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
と
意

気
込
み
を
紹
介
す
る
。

第
26
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
溶
接
部
門
と
旋
盤
作
業

部
門
、
自
動
車
整
備
部
門
に
電
子
機
械
科
か
ら
計
6

人
が
出
場
す
る
。
大
会
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
と
意

気
込
み
を
紹
介
す
る
。

ものづくり
コンテスト
ものづくり
コンテスト電

子
機
械
科

電
子
機
械
科

溶
接
の
速
度
や
ふ
り
幅
を
意
識

溶
接
の
速
度
や
ふ
り
幅
を
意
識

自
ら
の
課
題
を
克
服
し
た
い

自
ら
の
課
題
を
克
服
し
た
い

溶
接
部
門

溶
接
部
門

電
子
機
械
科

電
子
機
械
科

丁
寧
な
作
業
を
心
掛
け
る

丁
寧
な
作
業
を
心
掛
け
る

作
品
の
精
度
を
高
め
る

作
品
の
精
度
を
高
め
る

旋
盤
作
業
部
門

旋
盤
作
業
部
門

電
子
機
械
科

電
子
機
械
科

動
き
を
一
歩
で
も
少
な
く

動
き
を
一
歩
で
も
少
な
く

全
国
大
会
出
場
を
目
指
す

全
国
大
会
出
場
を
目
指
す

自
動
車
整
備
部
門

自
動
車
整
備
部
門

エンジン音を聞く鈴木君(左)と液量を測る伊藤君エンジン音を聞く鈴木君(左)と液量を測る伊藤君

ノ
ギ
ス
で
測
定
す
る
小
村
君
（
機
2
）

ノ
ギ
ス
で
測
定
す
る
小
村
君
（
機
2
）

旋
盤
で
作
業
す
る
須
田
君
（
機
3
）

旋
盤
で
作
業
す
る
須
田
君
（
機
3
）

金
属
板
を
溶
接
を
す
る
下
里
君
（
機
3
）

金
属
板
を
溶
接
を
す
る
下
里
君
（
機
3
）

慎
重
に
作
業
す
る
中
川
原
君
（
機
2
）

慎
重
に
作
業
す
る
中
川
原
君
（
機
2
）

溶
接
部
門
に
出
場
す
る
下
里
君
（
左
）
と
中
川
原
君

溶
接
部
門
に
出
場
す
る
下
里
君
（
左
）
と
中
川
原
君



階
級
を
上
げ
て
挑
ん
だ
今
大
会

を
振
り
返
り
、
山
﨑
君
は
「
昨
年
、

負
け
た
相
手
に
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
。
試
合
開
始
直
後
に
放
っ
た
フ
ッ

ク
が
勢
い
よ
く
当
た
り
、
ダ
ウ
ン

を
奪
う
こ
と
が
で
き
た
。
も
と
も

と
右
の
か
ぶ
せ
る
フ
ッ
ク
が
持
ち

味
だ
っ
た
が
、
大
会
を
通
し
て
フ
ッ

ク
が
自
分
の
最
大
の
武
器
だ
と
再

確
認
で
き
た
」
と
勝
因
を
語
っ
た
。

全
国
大
会
に
向
け
て
「
と
に
か

く
反
撃
の
リ
タ
ー
ン
の
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
、
相
手
に
対
し
て
必
ず
3

発
以
上
打
ち
返
す
こ
と
を
意
識
し

た
い
。
昨
年
度
の
全
国
大
会
で
は

大
き
な
タ
イ
ト
ル
ば
か
り
を
意
識

し
た
が
、
今
回
は
一
戦
一
戦
を
勝

ち
抜
く
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
そ
の

先
に
あ
る
優
勝
を
目
指
し
て
日
々

の
練
習
に
励
む
」
と
力
強
く
抱
負

を
語
っ
た
。

鈴
木
広
大
君
（
電
3
）
は
5
月

31
日
に
旭
川
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
で
行
な
わ
れ
た
第
79
回
北
海
道

高
等
学
校
水
泳
選
手
権
大
会
旭
川

支
部
予
選
会
に
出
場
し
、
１
５
０

０
ｍ
自
由
形
で
優
勝
、
４
０
０
ｍ

自
由
形
で
準
優
勝
し
、
7
月
10
～

12
日
に
江
別
市
で
行
な
わ
れ
る
全

道
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

鈴
木
君
は
1
年
生
と
2
年
生
の

時
に
同
種
目
で
全
道
大
会
に
出
場

し
て
お
り
、
3
年
連
続
の
全
道
大

会
出
場
と
な
っ
た
。
ま
た
、
2
年

生
の
時
に
は
2
種
目
で
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
て
い
る
。

鈴
木
君
は
「
支
部
予
選
で
は
選

手
皆
が
楽
し
く
泳
い
で
い
た
。
自

分
も
緊
張
感
な
く
、
普
段
の
練
習

通
り
の
レ
ー
ス
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
４
０
０
ｍ
自
由
形
で
は
納

得
の
い
く
結
果
で
は
な
か
っ
た
が
、

こ
の
大
会
で
自
分
に
足
り
な
い
も

の
が
分
か
っ
た
。
全
道
大
会
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
タ
イ
ム
を
刻
む

練
習
を
し
て
い
く
。
全
道
大
会
で

は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ペ
ー
ス
を

上
げ
て
い
き
、
全
国
大
会
出
場
を

目
指
す
」
と
語
っ
た
。

第
94
回
北
海
道
音
楽
大
行
進
が

6
月
6
日
に
行
な
わ
れ
た
。
80
団

体
２
７
７
２
人
が
参
加
し
た
。
8

条
7
丁
目
の
斜
線
道
路
か
ら
南
へ

進
行
し
永
隆
橋
通
を
通
り
、
1
条

10
丁
目
ま
で
行
進
し
た
。
31
番
目

に
行
進
し
た
吹
奏
楽
部
は
部
員
11

人
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
7
人
、
先
生
4

人
の
計
22
人
で
「
ハ
ム
太
郎
と
っ

と
こ
う
た
」
と
「
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｋ
ｆ

ａ
ｓ
ｔ
」
を
演
奏
し
た
。

ド
ラ
ム
メ
ジ
ャ
ー
を
担
当
し
た

鈴
木
陵
生
君
（
機
2
）
は
「
ド
ラ

ム
メ
ジ
ャ
ー
は
初
め
て
や
っ
た
。

沿
道
に
観
客
が
た
く
さ
ん
い
て
緊

張
し
た
。
卒
業
し
た
先
輩
や
顧
問

の
先
生
か
ら
の
推
薦
で
選
ば
れ
た

の
で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。
バ
ト

ン
を
回
す
の
が
う
ま
く
で
き
た
の

で
自
信
を
持
っ
て
先
頭
に
立
つ
こ

と
が
で
き
た
。
緊
張
で
回
す
動
作

が
お
ぼ
つ
か
な
い
感
じ
に
な
っ
た

こ
と
が
反
省
点
」
と
語
り
、
「
来

年
は
1
年
生
に
ド
ラ
ム
メ
ジ
ャ
ー

を
任
せ
る
。
緊
張
し
て
気
持
ち
が

萎
縮
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日

頃
か
ら
『
自
分
は
絶
対
に
ミ
ス
を

し
な
い
』
『
こ
の
音
楽
大
行
進
を

完
璧
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
』
と
い
っ
た
自
分
自
身
へ
の
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
な
う
こ
と
が
大

切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

第５４１号（２） 工 高 タ イ ム ス ２０２６（令和８）年６月２６日

吹
奏
楽
部
は
6
月
19
日
に
旭
川

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
た
第
79
回
高
文
連
上
川
支
部

音
楽
発
表
大
会
の
発
表
部
門
に
出

場
し
、
11
人
で
広
瀬
勇
人
作
曲
の

「
ウ
ィ
ン
ダ
ミ
ア
～
ヒ
ル
・
ト
ッ

プ
の
小
屋
に
て
～
」
を
演
奏
し
た
。

副
部
長
の
北
脇
夢
姫
さ
ん
（
化

3
）
は
「
少
人
数
な
が
ら
全
体
と

し
て
音
量
は
出
て
い
た
。
普
段
の

練
習
で
は
で
き
て
い
る
こ
と
が
、

発
揮
で
き
な
か
っ
た
。
大
会
に
出

場
し
て
他
校
の
演
奏
を
聴
き
、
音

の
鳴
ら
し
方
や
響
か
せ
方
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
を

部
の
活
動
に
取
り
入
れ
た
い
」
と

感
想
を
話
し
、
8
月
1
～
2
日
に

旭
川
市
民
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ

る
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
旭
川
地
区

大
会
に
向
け
て
「
ホ
ー
ル
で
の
響

か
せ
方
や
全
体
で
ま
と
ま
り
を
持

た
せ
る
練
習
を
し
て
、
金
賞
を
取

り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
6
月
16
～

19
日
に
旭
川
市
総
合
体
育
館
と
鷹

栖
町
総
合
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た

第
78
回
北
海
道
高
等
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、

男
子
団
体
で
北
北
海
道
で
ベ
ス
ト

8
に
入
っ
た
。

部
長
の
泉
駿
利
君
（
情
3
）
は

「
大
会
で
は
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
自
分
た
ち
ら
し
い
プ
レ
ー
が

で
き
た
。
流
れ
が
悪
く
な
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
皆
で
励
ま
し
合
っ

て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

チ
ー
ム
全
員
で
声
を
か
け
合
い
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
え
た
。
後
輩

に
は
試
合
中
の
応
援
が
力
に
な
っ

た
の
で
こ
れ
か
ら
も
そ
の
強
さ
を

生
か
し
ほ
し
い
。
ま
た
、
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
し
、
強
い
チ
ー
ム
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

（全道大会出場のみ）

柔道部
男子団体 3位

男子個人 73kg級 5位 桑田悠叶君（土3）

81kg級 3位 湯浅 直君（建2）

100kg級 5位 笹川英慈君（土3）

100kg超級 5位 上村樹生君（化2）

陸上部
男子 1500m 6位 村上蒼空君（電2）

5000m 3位 村上蒼空君（電2）

砲丸投 4位 沼岡芯喜君（土3）

円盤投 5位 沼岡芯喜君（土3）

7位 川島 駿君（電3）

ハンマー投 3位 山田夕煌君（建3）

やり投 4位 瀧田來愛君（機2）

バスケットボール部
優 勝（40回連続全道大会出場）

バレーボール部
優 勝（5年連続）

山岳部
準優勝

バドミントン部
男子団体 3位

空手道
男子個人 組手 3位 三村駿太君（化2）

形 4位 後藤或斗君（機1）

水泳
男子1500m自由形 1位 鈴木広大君（電3)

男子 400m自由形 2位 鈴木広大君（電3)

放送局
研究発表部門 支部推薦

川上大地君（情3）・千葉喜平君（情3）

・青塚琉星君（機2）

高体連支部大会等結果

ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
6
月
2
～
5
日
に
札
幌
市
で
行
な
わ
れ
た
第
79
回
北
海
道
高
等
学
校

ボ
ク
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
山
﨑
蒼
空
君
（
土
3
）
が
ミ
ド
ル
級
で
優
勝
し
た
。

全
国
大
会
は
8
月
4
～
10
日
に
京
都
府
で
行
な
わ
れ
る
。

ボクシング部

山
﨑
君
が
全
国
大
会
へ

反
撃
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る

バド部

北
北
海
道
で
ベ
ス
ト
8

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
え
た

音楽大行進

22
人
で
2
曲
を
演
奏

バ
ト
ン
を
う
ま
く
回
せ
た

吹奏楽部

高
文
連
支
部
大
会

多
く
を
学
ん
だ

永
隆
橋
通
を
行
進
す
る
吹
奏
楽
部

2
種
目
で
全
道
出
場

ペ
ー
ス
を
上
げ
て
い
く

水 泳
3
年
連
続
全
道
大
会
出
場
の
鈴
木
君

コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を

ミ
ド
ル
級
で
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
山
﨑
蒼
空
君
（
土
3
）


